
わが町の　　　　　さん！わが町の　　　　　さん！わが町の　　　　　さん！わが町の　　　　　さん！きらっときらっときらっときらっと

傍聴に是非お越しください。

お知らせ

次回の定例会は

12 月 8 日予定

次回の定例会は

12 月 8 日予定
議会傍聴は、町民が町政に参加する機会の一つです。

ぜひお越しください。車椅子席もあります。

詳細は議会事務局までお問い合わせください。

TEL 935-1262　FAX 935-7070

メールアドレス：gikai@town.shime.lg.jp

議会事務局は町役場４階です

【議会広報特別委員会】

発
行
責
任
者

大
西

勇

議
長

委
員
長

牟
田
口

　武
史

副
委
員
長

近
藤

　
　辰
也

委

　員
丸
山

　真
智
子

野
上

　
　順
子

吉
田

　
　大
作

寺
田

　
　秀
和

政治家の寄付は禁止
有権者が求めることも禁止

贈らない ! 求めない !

受け取らない !

みんなで徹底しよう「三ない運動」

し
め
議
会
だ
よ
り

　第
84
号

◇
発
行
・
福
岡
県
志
免
町
議
会

◇
編
集
・
議
会
広
報
特
別
委
員
会  

〒
８
１
１
│

２
２
９
２
　
福
岡
県
糟
屋
郡
志
免
町
志
免
中
央
１
丁
目
１
│

１

◇
発
行
日
・
平
成
29
年
11
月
１
日
　
◇
印
刷
・
株
式
会
社 

博
多
印
刷

　

前
日
は
天
気
を
心
配
し
ま
し

た
が
、
願
い
が
届
き
、
秋
晴
れ

の
も
と
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

各
ク
ラ
ス
の
演
技
に
沢
山
の

声
援
を
受
け
て
、
一
生
懸
命
頑

張
っ
た
運
動
会
で
し
た
。

　

柚
の
木
さ
ん
と
の
交
流
で

は
、
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
あ
い

遊
び
や
バ
ル
ー
ン
を
す
る
な

ど
、
人
権
を
尊
重
で
き
る
人
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
を
意

識
し
た
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
。

　

南
保
育
園
も
今
年
で
35

年
、

沢
山
の
卒
園
児
を
送
り
出
し
た

園
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち

が
、
「
保
育
園
っ
て
楽
し
い
、

先
生
大
好
き
」
と
言
っ
て
く
れ

る
よ
う
な
保
育
園
で
あ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
様
と
子
ど
も
た

ち
を
通
し
て
、
信
頼
関
係
を
築

き
な
が
ら
、
地
域
に
必
要
と
さ

れ
る
保
育
園
、
子
ど
も
た
ち
の

キ
ラ
キ
ラ
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

保
育
園
を
目
指
し
て
い
き
た
い

で
す
。

 

（
園
長
記
）

柚の木のみなさんと

0～1歳児のかけっこ

しめ
平成29年（2017）11月1日発行

第８4号 福岡県志免町議会

議会だより

・8年連続基金（貯金）取り崩しなし
　28年度一般会計決算　認定 2～4p

・一般会計補正予算　可決 
　1億7031万円増 6p

・10人が一般質問 13～22p

・議会と語ろう会 23p

９
月
定
例
会

南保育園チビッコカーニバル

みんなで

  がんばったよ ！
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平成28年度特別会計
・住宅新築資金貸付事業……（歳入）1321万円 （歳出）57万円 （全員賛成）

・国民健康保険………………（歳入）51億9160万円 （歳出）52億8779万円 （全員賛成）

・後期高齢者医療……………（歳入）5億4263万円 （歳出）5億1866万円 （賛成多数）

平成28年度公営企業会計
・水道事業会計………………（歳入）10億9969万円 （歳出）9億3707万円 （全員賛成）

・下水道事業会計……………（歳入）11億4971万円 （歳出）10億6744万円 （全員賛成）

財政硬直化すすむ  一般会計 133億6763万円認定 ９月

定例会

９
月
定
例
会
は
、
１
日
か
ら
20
日
ま
で
の
20
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

議
案
12
件
を
可
決
。
人
事
案
件
１
件
に
同
意
。
意
見
書
２
件
を
否
決
。

一
般
質
問
は
９
月
４
日
、
５
日
、
６
日
の
３
日
間
で
10
人
が
行
い
ま
し
た
。

賛成多数で可決（賛成10人・反対１人）　欠席２人
【賛成】　寺田、牟田口、安河内、吉田、助村、野上、丸山、牛房、古庄、二宮

【反対】　末藤

【欠席】　近藤、大林

決算特別委員会

実
質
収
支

　
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
の
実

質
収
支
額
は
４
億
３
４
２
６
万
円

の
黒
字
。

　
８
年
連
続
、
基
金
取
り
崩
し

は
行
っ
て
い
な
い
。

町
債
（
借
金
）
基
金
（
貯
金
）

　
町
債
残
高
は
１
２
０
億
８
５
４

１
万
円
（
臨
時
財
政
対
策
債
67

億
２
７
３
９
万
円
）
。

　
年
度
末
基
金
残
高
は
52
億
８

８
０
９
万
円
。

町
税
の
収
入
状
況

　
決
算
額
53
億
５
２
５
６
万
円
で

前
年
度
収
入
額
よ
り
２
億
２
２
２

７
万
円
増
。

　
収
納
率
は
95
．
17
％
で
前
年
度

を
０
．
４
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い

る
。

　
不
納
欠
損
は
２
８
７
５
万
円
で

前
年
度
よ
り
増
加
し
た
。

※

不
納
欠
損
と
は

徴
収
で
き
な
く
な
っ
た
滞
納
分

の
徴
収
金
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
。

（単位：％）

町　名

１．久山町

２．新宮町

３．粕屋町

４．志免町

５．篠栗町

６．須恵町

７．宇美町

合　計

99.76

99.54

99.32

98.95

98.80

98.64

98.35

※糟屋郡内各町の収納率を
比較すると、現年度分は
４位。

平
成
28
年
度

　糟
屋
郡
各
町

税
収
納
実
績
比
較
表

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

過去５年間の町債の状況（借金）

カラーの部分は臨時財政対策債

54億7128万円

59億7273万2千円

63億4412万3千円

66億1368万9千円

67億2739万7千円

99億1879万円

109億8683万円

118億2993万円

122億9418万円

120億854１万円

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

47億8315万円

50億3808万円

49億7982万円

49億6706万円

52億8809万円

過去５年間の基金の状況（貯金）

委員長 寺田議員　副委員長 吉田議員　決算審査は特別委員会を設置し、審査を行いました。

町税40.0%
53億5256万円

繰越金4.3%
5億8010万円

扶助費26%
33億5834万円

物件費18.1%
23億4324万円

補助費等14.8%
19億1163万円

人件費12.4%
16億529万円

繰出金10.2%
13億1724万円

公債費8.3%
10億7978万円

普通建設事業費
5.9%

7億5825万円

積立金3%
3億8766万円

維持補修費1.2%
1億5325万円

投資及び出資金、貸付金
0.1%

1834万円

分担金及び負担金
2.1%

2億8604万円

使用料及び手数料1.7%
2億2538万円

財産収入1.2%
1億6043万円その他の自主財源3.3%

4億2137万円
その他の依存財源0.7%

1億475万円

地方譲与税0.7%
9096万円

地方消費税交付金
5.5%

7億3911万円

町債5.8%
7億7339万円

県支出金7.3%
9億7144万円

国庫支出金
13.7%

18億2998万円

地方交付税13.7%
18億3212万円

依存財源
47.4%

歳入

133億6763万円

歳出

129億3302万円

自主財源
52.6%
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条　例
志
免
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業
の
開
始
に
伴
い
、
証
明

書
の
交
付
手
数
料
、
自
動
交
付
機
に
よ
る
交
付
手
数
料

を
改
定
す
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行

う
た
め
。

　

平
成
30

年
１
月
22

日
施
行

賛
成
多
数

※ 

こ
の
条
例
は
、
住
民
課
と
税
務
課
の
関
連
の
た
め
、

審
査
特
別
委
員
会
と
し
た
。

志
免
町
行
政
手
続
等
の
情
報
通
信
の

技
術
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

町
の
機
関
に
係
る
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
手
続
き
等

に
関
し
電
子
情
報
処
理
組
織
を
利
用
す
る
方
法
、
他
の

情
報
通
信
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
、
利
便
性
、

簡
素
化
及
び
効
率
化
に
資
す
る
た
め
。

　

平
成
29

年
９
月
20

日
施
行

賛
成
多
数

※ 

こ
の
条
例
は
全
課
に
関
す
る
内
容
で
、
総
務
文
教
・

厚
生
建
設
常
任
委
員
会
の
連
合
審
査
と
し
た
。

町の憲法

※財政力指数
　 （町の財政力の強さを示す。１に近いほどよい）

新宮町 粕屋町 久山町 志免町 宇美町 須恵町 篠栗町

0.86 0.84 0.78 0.73 0.58 0.57 0.54

平成 28年度

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

0.71 0.71 0.71 0.72 0.73

志免町の財政力指数の推移（年々財政力は向上）

町税の伸びが財政力強化の原動力となる。

窓口より低料金となる

自動交付機やコンビニ交付

さらなる行革の　　　　推進を！！

検 証

町の財政

※経常収支比率
　 （財政構造の弾力性を測定。70〜80が一般的）

久山町 須恵町 粕屋町 新宮町 志免町 篠栗町 宇美町

87.4％ 88.6％ 90.3％ 90.4％ 92.8％ 97.5％ 98.9％

平成 28年度

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

86.2 88.1 88.0 88.3 92.8

志免町の経常収支比率の推移（財政は硬直化）

電子情報処理システム
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賛成多数で可決

平成29年度一般会計補正予算

1億7031万円増　総額127億4366万円

補正の主なもの

●氷蓄熱システムリース料 160万円
 
　 庁舎維持管理事業として空調氷蓄熱システムの4 ヶ月使用延長リース料。

●システム改修業務委託料 1315万円
 （国の補助金899万円）
　 社会保障・税番号制度項目の修正、住民票・マイナンバーカードへの旧姓併記の対応。

●公衆無線LAN整備工事 4637万円
 （国の補助金1988万円）
　 災害発生時に避難場所での通信制限を受ける事なく情報伝達が可能なWi-Fi無線の

　 整備を10 ヶ所に設置する。

●小中学校施設整備工事 236万円
 
　 中央小99万円　　西小73万円　　東中63万円。

●格納庫解体工事 226万円
 
　 志免町消防団第5分団格納庫の解体工事費。

●国民健康保険特別会計繰出金（赤字補填） 9619万円
 
　 平成28年度の赤字額確定によるもの。

平成29年度特別会計補正予算

・国民健康保険 ………………1247万円増　　　総額55億947万円
　退職者療養給付費交付金等の確定によるもの。

・後期高齢者医療 ……………2396万円増　　　総額5億8166万円
　保険料等負担金等の額の確定によるもの。

北
朝
鮮
の
核
実
験
を
厳
し
く
糾
弾

し
、
対
話
に
よ
る
核
・
ミ
サ
イ
ル

問
題
の
解
決
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　
　

末
藤
省
三
議
員

 

賛
成
少
数
で
否
決

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
求

め
る
意
見
書

提
出
者　
　

末
藤
省
三
議
員

 

賛
成
少
数
で
否
決

意
　
見
　
書

人

事

案

件

教
育
委
員
会
委
員
の
選
任

　

立
花
栄
樹
氏
選
任
に
つ
い
て
、

最
終
日
に
町
長
よ
り
提
案
が
あ

り
、
議
会
が
同
意
し
た
。

議　案　名 採
決
結
果

近
藤　

辰
也

寺
田　

秀
和

牟
田
口　

武
史

安
河
内　

信
宏

吉
田　

大
作

助
村　

千
代
子

野
上　

順
子

丸
山　

真
智
子

牛
房　

良
嗣

古
庄　

信
一
郎

二
宮　

美
津
代

大
林　

弘
明

末
藤　

省
三

○⇒賛成　●⇒反対

―⇒退席　欠⇒欠席

志免町行政手続等における情報通信の技術の利
用に関する条例の制定について

可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ●

志免町手数料徴収条例の一部を改正する条例の
制定について

可決 欠席 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ●

平成 28 年度志免町一般会計歳入歳出決算認定
について

可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ●

平成 28 年度志免町公共施設公益施設整備拡充
基金特別会計歳入歳出決算認定について

可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○

平成 28 年度志免町住宅新築資金等貸付事業特
別会計歳入歳出決算認定について

可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○

平成 28 年度志免町国民健康保険特別会計歳入
歳出決算認定について

可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○

平成 28 年度志免町後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算認定について

可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ●

平成 28 年度志免町水道事業会計剰余金の処分
及び決算認定について

可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○

平成 28 年度志免町流域関連公共下水道事業会
計剰余金の処分及び決算認定について

可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○

平成 29 年度志免町一般会計補正予算（第２号） 可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ●

平成 29 年度志免町国民健康保険特別会計補正
予算（第２号）

可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○

平成 29 年度志免町後期高齢者医療特別会計補
正予算（第１号）

可決 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ●

北朝鮮の核実験を厳しく糾弾し、対話による核・
ミサイル問題の解決を求める意見書（案）

不採択 欠席 ○ ● ● ○ ● 退席 ● ● 退席 退席 欠席 ○

核兵器禁止条約への参加を求める意見書（案） 不採択 欠席 ○ ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● 欠席 ○

９月定例会賛否結果表

※議長は採決に加わらない。　　※大林議員・近藤議員は 20 日間病気療養のため欠席。
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

学
童
保
育
に
つ
い
て

学
童
保
育
待
機
児
童
対
策
検
討

委
員
会
を
設
置

　

町
長
を
委
員
長
と
し
、
副
町
長
、
教
育

長
を
含
め
、
子
育
て
支
援
課
、
学
校
教
育

課
、
経
営
企
画
課
と
そ
の
他
の
課
は
町
長

が
任
命
す
る
課
の
課
長
で
構
成
。

　

第
一
回
目
の
会
議
で
待
機
児
童
の
現
状

と
対
策
、
ま
た
学
童
保
育
や
地
域
子
ど
も

教
室
の
拡
充
に
つ
い
て
話
し
あ
い
、
今
後

の
児
童
増
を
推
計
し
、
状
況
に
よ
っ
て
は
、

新
設
も
検
討
す
る
と
の
報
告
を
受
け
た
。

　

待
機
児
童
が
で
て
い
る
、
南
・
東
学
童

に
対
し
、
早
急
に
検
討
委
員
会
で
対
応
す

る
様
に
委
員
会
よ
り
要
望
。

亀
山
保
育
園
民
営
化
に
つ
い
て

現
地
見
学
に
13
法
人
の
参
加

　

志
免
町
立
保
育
所
民
営
化
選
考
委
員
会

を
開
催
。

　

保
育
園
民
営
化
に
係
る
運
営
法
人
募
集

要
項
に
つ
い
て
協
議
。

　

８
月
10

日
、
移
管
先
応
募
の
説
明
会
を

行
い
、
20

法
人
が
参
加
し
た
と
の
報
告
を

受
け
た
。

通
学
路
の
そ
の
後
に
つ
い
て

委
員
会
よ
り
危
険
箇
所
を
指
摘

し
て
い
た

　

24

年
度
に
44

ヶ
所
を
指
摘
・
28

年
度
ま

で
に
36

ヶ
所
が
整
備
済
、
29

年
度
７
ヶ
所

整
備
予
定
、
未
整
備
箇
所
４
ヶ
所
。

　

今
後
は
、
警
察
・
県
・
学
校
・
町
の
関

係
課
に
よ
る
通
学
路
安
全
推
進
会
議
を
行

い
、
通
学
路
の
安
全
確
保
の
た
め
、
合
同

点
検
を
行
う
と
の
報
告
を
受
け
た
。

　

朝
の
テ
レ
ビ
放
送
で
危
険
な
通
学
路
と

し
放
映
さ
れ
て
い
る
事
に
対
し
て
以
前
よ

り
危
険
と
の
指
摘
を
し
整
備
は
行
っ
た
と

報
告
を
受
け
た
が
、
再
度
対
策
を
行
う
よ

う
要
望
。

教
育
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て

28
年
度
の
結
果
と
見
直
し
を
し

た
点
を
聞
く

　

人
権
教
育
の
充
実
の
中
に
、
子
ど
も
た

ち
の
自
尊
感
情
の
視
点
か
ら
「
自
分
に
は

良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」
の
目
標
値
１
０
０

パ
ー
セ
ン
ト
と
し
て
い
る
。

　

特
別
支
援
教
育
で
は
、
個
別
の
教
育
支

援
計
画
や
個
別
指
導
計
画
作
成
を
目
標

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
て
い
る
等
の
報

告
を
受
け
、
委
員
よ
り
支
援
計
画
や
指
導

計
画
を
作
成
し
、
継
続
・
維
持
も
大
事
だ

が
、
そ
れ
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
の
指
標

も
作
る
べ
き
と
の
提
言
が
あ
っ
た
。

厚
生
建
設
常
任
委
員
会

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

志
援
隊
（
協
議
体
）
の
交
流
会

を
月
１
回
開
催

　

生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
体
制

を
つ
く
る
た
め
に
、
志
援
隊
（
協
議
体
）

を
設
置
し
、
月
１
回
交
流
会
を
行
っ
て
い

る
。

　

２
０
２
５
年
超
高
齢
社
会
に
向
け
て
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

中
で
い
ろ
い
ろ
な
支
援
で
支
え
合
う
仕
組

み
づ
く
り
を
作
っ
て
い
く
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
老
人
ク
ラ

ブ
の
活
用
を
進
め
る
こ
と
や
、
住
民
へ
の

周
知
が
不
足
し
て
い
る
な
ど
指
摘
し
た
。

若
い
世
代
も
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
に

　

認
知
症
支
援
の
た
め
、
小
・
中
学
校

で
親
子
を
対
象
に
養
成
講
座
を
開
催
し

た
ら
ど
う
か
と
委
員
よ
り
意
見
が
出
て
、 

検
討
・
協
議
す
る
と
の
回
答
。

特
定
検
診
・
特
定
保
健
指
導

検
診
受
診
率
、
県
平
均
よ
り
下

回
る

　

受
診
率
向
上
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

　

検
診
を
申
し
込
ま
な
か
っ
た
６
４
３
名

に
、
健
康
課
が
電
話
で
勧
奨
し
た
結
果
、

１
７
０
名
が
受
診
し
た
。

　

受
診
し
な
い
理
由
は
医
療
機
関
で
受
診

し
て
い
る
方
が
18

名
と
多
い
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
対
策
連

携
シ
ス
テ
ム

始
ま
っ
て
５
年
、
重
症
化
予
防

に
繋
が
っ
て
い
る

　

平
成
24

年
度
か
ら
慢
性
腎
臓
病
の
早
期

発
見
、
重
症
化
予
防
を
目
的
に
１
市
７
町

と
粕
屋
医
師
会
が
連
携
し
始
め
た
。

　

効
果
を
質
問
し
た
ら
、
対
象
者
全
員
に

保
健
師
が
保
健
指
導
し
て
お
り
、
効
果
が

出
て
い
る
と
の
回
答
だ
っ
た
。

空
き
家
の
現
状
と
対
策

活
用
に
つ
い
て
も
取
組
む
べ
き

で
は

　

管
理
不
全
の
空
き
家
は
58

件
。
こ
の
う

ち
、
改
善
さ
れ
た
の
が
24

件
、
継
続
的
に

適
正
管
理
を
依
頼
し
て
い
る
の
が
34

件
。

　

活
用
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
は
、

関
係
各
課
で
協
議
が
必
要
と
の
こ
と
。

小学校での認知症サポーター養成講座 交通量の多い通学路
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９
月
定
例
会
に
つ
い
て

　

会
期
は
９
月
１
日
（
金
）
か
ら

20

日
（
水
）
ま
で
の
20

日
間
。

　

議
案
は
第
57

号
か
ら
67

号
の
11

議
案
が
提
案
さ
れ
報
告
が
２
件
。

継
続
審
議
事
項

・ 

議
会
報
告
会
に
つ
い
て
は
骨
子

案
が
ま
と
ま
り
全
員
協
議
会
に

説
明
し
、
協
議
す
る
。

・ 

政
務
活
動
費
マ
ニ
ュ
ア
ル
案
を

作
成
中
。

・ 
会
派
制
に
つ
い
て
は
調
査
研
究

し
検
討
し
て
い
く
。

28
年
度
決
算  

全
員
賛
成

　

８
月
30

日
、
協
議
会
総
会
が
粕

屋
町
で
開
催
さ
れ
た
。

　

29

年
度
の
事
業
計
画
案
、
予
算

案
は
賛
成
多
数
で
承
認
。

　

自
然
活
用
型
の
ボ
タ
山
開
発
は

登
山
道
の
簡
易
修
繕
工
事
を
行

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

志
免
炭
鉱
ぼ
た
山
対
策

特
別
委
員
会

先進地から学ぶ先進地から学ぶ

委員会

研修報告

⃝

目　

的

　

 「
議
会
改
革
の
取
組
み
に
つ

い
て
」

⃝

日　

程

　

８
月
７
日

⃝

視
察
先

　

埼
玉
県
三
芳
町
議
会

　

議
会
改
革
の
新
た
な
取
組
み

と
し
て
、
平
成
29

年
度
か
ら
「
政

策
検
討
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、

有
識
者
、
関
連
団
体
、
公
募
住

民
（
政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
）
と
協

議
し
、
町
に
対
し
て
政
策
提
言

を
実
施
す
る
取
組
み
が
始
ま
っ

て
い
る
。

　

政
務
活
動
費
を
公
表
し
議
会

だ
よ
り
で
公
開
し
て
い
る
。

　

会
派
構
成
は
４
会
派
、
１
人

会
派
は
認
め
な
い
。

※ 

会
派
と
は
議
会
に
お
け
る
基

本
的
な
政
策
が
一
致
す
る
議

員
の
集
団
を
い
う
。

⃝

目　

的

　

 「
光
冷
暖
の
説
明
」

⃝

日　

程

　

７
月
13

日

⃝

視
察
先

　

東
区
町
内
会
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス

　

光
冷
暖
の
し
く
み
と
健
康
へ

の
考
慮
や
、
環
境
へ
の
配
慮
。

⃝

目　

的

　

 「
光
冷
暖
採
用
の
保
育
園
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」

⃝

日　

程

　

７
月
18

日

⃝

視
察
先

　

鳥
取
県
大
山
町

⃝

目　

的

　

 「
光
冷
暖
採
用
の
保
育
園
」

　

「
一
時
あ
ず
か
り
保
育
」

　

「
病
後
児
保
育
」

⃝

日　

程

　

７
月
19

日

⃝

視
察
先

　

島
根
県
松
江
市

⃝

日　

程

　

８
月
８
日

⃝

視
察
先

　

埼
玉
県
嵐
山
町
議
会

　

議
会
会
期
予
定
表
を
主
な
公

共
施
設
に
掲
示
。

　

議
会
報
告
会
は
年
２
回
開
催

し
、
出
席
を
増
や
す
た
め
の
工

夫
と
し
て
、
議
会
報
告
の
時
間

を
短
縮
し
参
加
者
と
の
意
見
交

換
会
を
実
施
。

　

議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
設
置

し
て
い
る
。

　

両
議
会
を
参
考
に
し
て
議
会

改
革
に
取
組
ん
で
い
く
。

　

光
冷
暖
シ
ス
テ
ム
で
の
空
調

採
用
の
経
費
及
び
効
果
、
導
入

後
の
子
ど
も
の
状
況
、
導
入
前

と
後
の
環
境
変
化
に
つ
い
て
勉

強
。

　

亀
山
保
育
園
に
も
、
環
境
や

体
に
優
し
い
施
設
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
と
の
願
い
を
、
民
営
化

す
る
条
項
の
中
に
入
れ
ら
れ
た

ら
と
思
う
視
察
だ
っ
た
。

嵐山町議会

中山みどりの森保育園

◆
◇
◆ 

議
会
の
災
害
対
応 

◆
◇
◆

「
災
害
発
生
時
議
員
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
き
、
訓
練
を
実
施

（
９
月
25
日
）

安否確認  ）連絡体制 の
 
訓練

　 実施

町災害対策本部

議会災害対策会議

災 害

議員は地域住民のために活動

対策会議設置

参 集
対策会議開催

状況把握共有

議会で町・県・国等に要望活動

う
。
修
繕
箇
所
は
、
志
免
立
坑
櫓

を
活
か
す
住
民
の
会
、
須
恵
町
ぼ

た
山
の
明
日
を
考
え
る
会
と
協
議

し
実
施
す
る
。

　

工
事
費
予
算
は
、
１
０
０
万
円
。

各
町
負
担
金
、
維
持
管
理
費
用
と

し
各
町
20

万
。
ボ
タ
山
用
地
利
活

用
の
可
能
性
の
検
討
に
つ
い
て
、

今
後
、
民
間
開
発
の
促
進
を
検
討

す
る
こ
と
に
承
認
。

　

須
恵
側
の
ボ
タ
山
用
地
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
、
ボ
タ
山
と
一
体

と
み
な
し
、
今
後
詳
細
な
条
件
を

付
し
て
賃
貸
借
を
認
め
る
。
賛
成

多
数
で
承
認
。

追　
　

悼

　

大
林
弘
明
氏
が
10

月
11

日

に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し

た
。

　

大
林
議
員
は
平
成
７
年
５

月
に
議
員
に
初
当
選
さ
れ
、

22

年
間
志
免
町
議
会
議
員
と

し
て
、
町
の
発
展
の
た
め
活

動
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
議
長
と
し
て
９
年

間
、
多
大
な
足
跡
を
残
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
、
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
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ズバリ町政を問う

※桜は志免町花です

会
議
録
に
基
づ
き
議
員
個
々
の
自
由
編
集
で
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
会
議
録
（
Ｈ
Ｐ
・
図
書
館
・
各
公
民
館

に
置
く
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
質
問

順
と
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
と
は
議
員
が
町
政
全
般
（
一
般
事
務
・
事

務
の
執
行
状
況
・
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど
）
に
つ

い
て
、
町
長
な
ど
執
行
機
関
の
考
え
を
議
員
個
人
と

し
て
問
い
た
だ
す
こ
と
で
す
。

質
問
の
内
容
は
事
前
に
通
告
し
、
持
ち
時
間
30
分
の

範
囲
内
で
※

１
問
１
答
で
行
い
ま
す
。

　

※
質
疑
、
答
弁
を
理
解
す
る
ま
で
繰
り
返
す
方
法

吉田 大作 議員

志免町公園の見直し、再活用を
答弁／しっかりと担当課と協議する

吉
田　

志
免
町
内
に
公
園
は
全

部
で
何
カ
所
あ
る
の
か
。

都
市
整
備
課
長　

合
計
70

カ

所
。

吉
田　

公
園
設
置
の
、
意
図
目

的
は
。

都
市
整
備
課
長　

町
民
の
方
の

憩
い
、
散
歩
、
遊
戯
、
運
動
等

を
目
的
と
し
て
い
る
。

吉
田　

公
園
利
用
者
の
声
は
ど

の
よ
う
に
収
集
・
把
握
し
て
い

る
の
か
。

都
市
整
備
課
長　

電
話
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
御
意
見
箱
に
頂
い

て
い
る
。

吉
田　

公
園
の
樹
木
の
選
定
は

ど
の
よ
う
に
や
っ
て
い
る
の

か
。

都
市
整
備
課
長　

景
観
に
配
慮

し
、
維
持
管
理
が
容
易
な
も
の

に
し
て
い
る
。
古
い
公
園
に
関

し
て
は
不
明
。

吉
田　

公
園
の
樹
木
伐
採
に
つ

い
て
は
、
今
夏
の
九
州
北
部
豪

雨
災
害
で
は
間
伐
を
し
て
い
な

か
っ
た
事
、
間
伐
後
の
樹
木
の

放
置
な
ど
が
問
題
に
な
っ
て
い

た
が
。

町
長　

伐
採
し
た
木
は
あ
る
程

度
の
大
き
さ
に
切
り
、
あ
る
程

度
乾
く
ま
で
置
い
た
後
搬
出
す

る
。

吉
田　

公
園
の
遊
具
に
関
し
て

は
ど
う
か
。

　

遊
具
を
選
ぶ
基
準
は
。

吉田　大作　議員        13P
①志免町公園の見直し、再活用を

牛房　良嗣　議員        14P
①ALTの活用で英語力の向上を

丸山真智子　議員        15P
①税等、払わない、払えないのか

②森林管理を含め流域で話し合いを

寺田　秀和　議員        16P
①地域と連携した学校防災力強化

②病児保育の必要性

二宮美津代　議員        17P
①公告掲示場の改善を早急に

②地区防災計画策定への支援

野上　順子　議員        18P
①志援隊どこまで動くのか

②花いっぱいの町は今

助村千代子　議員        19P
①発達障がい５歳児健診で早期支援

牟田口武史　議員        20P
①宇美川の水害対策は

古庄信一郎　議員        21P
①創生交付金の申請・事業予定は

末藤　省三　議員        22P
①マイナンバー漏えい対策について

②玄海原発の安全性の住民説明会

都
市
整
備
課
長　

最
近
の
新
し

い
公
園
で
は
、
色
々
と
問
題
が

あ
る
為
、
砂
場
は
配
置
し
て
い

な
い
。

　

そ
の
時
代
に
合
っ
た
遊
具
を

選
ん
で
い
る
。

吉
田　

公
園
の
管
理
人
の
任
期

は
。

都
市
整
備
課
長　

採
用
は
60

才

以
上
、
基
本
的
に
は
75

才
ま
で
。

吉
田　

総
合
公
園
の
空
港
側
は

木
が
切
ら
れ
見
晴
ら
し
が
良
く

な
っ
た
が
、
展
望
台
ま
で
の
坂

道
等
、
車
椅
子
の
方
や
高
齢
者
、

障
害
の
あ
る
方
に
は
不
便
。

町
長　

改
善
で
き
る
所
は
改
善

す
る
。

吉
田　

展
望
台
付
近
に
車
を
停

め
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。

　

許
可
を
出
し
景
色
を
見
て
も

ら
っ
て
は
。

町
長　

申
し
出
等
あ
れ
ば
可
能

だ
と
思
う
。

吉
田　

誰
も
遊
ん
で
な
い
公
園

や
遊
具
、
不
必
要
な
樹
木
等
に

こ
れ
以
上
の
税
金
を
か
け
続
け

る
べ
き
か
、
い
ま
一
度
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

ふれあい公園の注意書
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牛房 良嗣 議員

ALTの活用で英語力の向上を
答弁／ALTの派遣は重要と認識

牛
房　

２
０
２
０
年
実
施
の
小

学
校
指
導
要
領
の
改
訂
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
社
会
・
世
界
で

活
躍
で
き
る
人
材
育
成
の
た

め
、
児
童
の
英
語
教
育
に
力
を

入
れ
た
点
に
あ
る
。

　

小
学
校
の
英
語
教
育
の
一
番

の
問
題
点
は
、
教
師
の
英
語
力
・

授
業
力
の
不
十
分
さ
に
あ
る
。

克
服
す
る
た
め
の
対
策
と
し
て

来
年
か
ら
の
移
行
期
の
２
年
間

を
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
授
業
を
担
当
さ

せ
、
そ
の
間
児
童
と
一
緒
に
教

師
も
学
び
英
語
指
導
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
修
得
し
、
英
語
力
の
ア
ッ

プ
を
は
か
る
。

教
育
長　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
派
遣
が
あ

れ
ば
児
童
は
勿
論
、
教
師
の
英

語
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
。

町
長　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
は
大
事

だ
と
認
識
し
て
い
る
。

牛
房　

小
学
校
１
、
２
年
生
か

ら
の
早
期
英
語
活
動
の
認
可
取

得
を
お
願
い
し
た
い
。

　

全
国
の
認
可
取
得
校
は
２
，

３
９
２
校
。
筑
紫
地
区
５
市
、

粕
屋
地
区
で
も
１
町
が
す
で
に

実
施
、
１
年
生
か
ら
の
取
組
み

を
始
め
て
い
る
。

学
校
教
育
課
参
事　

認
可
申
請

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
３
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
の
外
国
語
授
業

を
構
築
し
て
い
く
の
が
急
務
。

牛
房　

現
在
志
免
町
に
は
13

の

保
育
園
に
１
０
０
０
名
の
園
児

が
元
気
に
通
園
、
保
育
園
夫
々

が
独
自
に
英
語
学
習
に
取
組
ん

で
い
る
。

　

講
師
費
用
等
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
、
園
が
負
担
。
１
名
の

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
配
置
で
13

の
保
育
園

丸山 真智子 議員

税等、払わない、払えないのか
答弁／一般質問を受け、再検討したい

森
林
管
理
を
含
め
流
域
で
話
合
い
を

答
弁
／
話
す
機
会
を
設
け
る
べ
き
と
認
識

丸
山　

自
治
体
財
政
の
根
幹
を

な
す
税
の
徴
収
は
、
悪
質
な
滞

納
者
か
ら
は
キ
チ
ン
と
納
税
し

て
も
ら
い
、
生
活
に
困
窮
す
る

納
税
者
は
保
護
す
る
の
が
自
治

体
の
責
務
。

　

特
に
滞
納
繰
り
越
し
１
年
目

に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
、
取
り

組
み
を
伺
い
た
い
。

税
務
課
長　

滞
納
繰
り
越
し
を

最
小
限
に
す
る
た
め
、
現
年
滞

納
分
を
優
先
的
に
納
付
書
、
催

告
書
の
発
送
及
び
滞
納
者
に
対

し
て
納
税
相
談
や
実
態
調
査
及

び
財
産
調
査
を
行
い
、
財
産
の

丸
山　

九
州
北
部
豪
雨
で
は
線

状
降
水
帯
の
影
響
で
記
録
的
な

豪
雨
と
な
り
、
植
林
し
た
木
が

流
木
と
な
っ
て
、
土
砂
と
と
も

に
流
れ
込
み
、
被
害
が
拡
大
し

た
。

　

宇
美
川
の
上
流
、
森
林
管
理

の
こ
と
が
気
に
な
る
。

都
市
整
備
課
長　

森
林
の
保
全

等
の
協
議
の
場
に
は
志
免
は

入
っ
て
い
な
い
。

丸
山　

流
域
で
話
し
合
う
よ
う

働
き
か
け
な
い
の
か
。

町
長　

宇
美
川
の
流
れ
か
ら
す

る
と
話
し
合
う
べ
き
と
認
識
。

差
し
押
さ
え
や
捜
索
に
よ
る
差

し
押
さ
え
を
実
施
。

　

動
産
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公

売
や
県
市
町
村
合
同
公
売
会
に

参
加
し
、
納
税
に
努
め
て
い
る
。

丸
山　

生
活
困
窮
で
納
税
で
き

な
い
人
も
い
る
と
思
う
が
、「
く

ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
室
」（
粕

屋
町
）
に
つ
な
い
だ
例
は
あ
る

の
か
。

税
務
課
長　

指
導
し
て
い
る
。

平
成
28

年
度
は
82

件
の
相
談
が

あ
っ
た
。

丸
山　

大
災
害
に
よ
り
甚
大
な

損
害
を
受
け
た
ら
、
地
域
外
の

行
政
組
織
か
ら
支
援
を
受
け
入

れ
、
活
用
す
る
力
、
行
政
の

受
援
体
制
の
整
備
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
受
援
計
画
の
策 

定
は
。

町
長　

取
り
組
む
。

丸
山　

消
防
災
害
支
援
用
の
ド

ロ
ー
ン
の
調
査
研
究
を
。

生
活
安
全
課
長　

企
業
と
の
協

定
を
検
討
す
る
。

丸
山　

粕
屋
町
や
篠
栗
町
は
収

納
課
が
で
き
徴
収
率
も
高
い
。

　

志
免
町
は
国
保
税
が
粕
屋
地

区
で
３
年
連
続
最
下
位
。

税務課設置の納税相談窓口

ＡＬＴによる授業風景

の
英
語
学
習
支
援
が
可
能
、
行

政
の
支
援
を
。

子
育
て
支
援
課
長　

保
育
園
、

幼
稚
園
と
も
す
で
に
特
色
あ
る

取
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

行
政
の
支
援
は
難
し
い
。

牛
房　

保
育
園
、
小
・
中
学
生

で
何
ら
か
の
障
害
を
も
た
れ
る

お
子
さ
ん
を
対
象
に
し
た
、
英

語
に
よ
る
音
楽
療
法
の
取
り
入

れ
、
英
語
学
習
と
能
力
開
発
に

貢
献
、
志
免
町
独
自
の
取
組
を
。

町
長　

前
向
き
に
検
討
。

牛
房　

厳
し
い
く
ら
し
の
中
、

一
生
懸
命
努
力
し
て
い
る
中
学

生
の
た
め
、
英
語
学
習
塾
等
の

費
用
の
支
援
を
。

町
長　

社
協
で
中
学
生
対
象
に

学
習
サ
ポ
ー
ト
の
支
援
を
し
て

い
る
が
、
参
加
者
が
少
な
い
。

声
が
あ
が
れ
ば
対
応
を
考
え

る
。

牛
房　

英
語
が
す
べ
て
で
は
な

い
。

　

し
か
し
英
語
が
で
き
な
け
れ

ば
、
有
用
な
人
間
と
し
て
の

働
き
の
で
き
な
い
事
だ
け
は
、

は
っ
き
り
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
に
夢
を
。

町
長　

就
任
以
来
、
担
当
課
と

検
討
し
て
き
た
が
再
検
討
す

る
。
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寺田 秀和 議員

地域と連携した学校防災力強化
答弁／連携を作るまで至っていない

病
児
保
育
の
必
要
性

答
弁
／
場
所
、
看
護
師
、
保
育
士
の
課
題

寺
田　

地
域
防
災
組
織
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
と
、
地
域
と
行
政

と
学
校
が
連
携
し
た
防
災
力
の

強
化
に
向
け
て
、
自
主
防
災
組

織
や
町
内
会
に
任
せ
る
や
り
方

で
は
限
界
が
あ
り
、
行
政
の
協

力
の
も
と
、
地
域
別
に
防
災
の

課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

生
活
安
全
課
長　

町
職
員
が
出

前
講
座
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
お
こ
な
っ
て
い
る
。

寺
田　

組
織
の
連
携
強
化
と
し

て
、
事
前
に
各
自
主
防
災
組
織
・

寺
田　

志
免
町
の
委
託
事
業

で
、
お
か
べ
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
病
児
デ
イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
病
児
保
育
の
利
用
で

き
る
曜
日
を
増
や
せ
な
い
か
。

ま
た
感
染
症
も
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

委
託
先
が

１
カ
所
で
、
基
本
的
に
は
、
委

託
先
の
お
か
べ
小
児
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
開
院
日
に
な
り
ま
す

の
で
、
閉
院
日
に
利
用
は
厳
し

く
、
感
染
症
の
対
応
は
難
し
い
。

寺
田　

宇
美
町
の
ほ
う
に
あ
り

ま
す
が
、
空
港
側
の
病
院
に
も
、

協
力
し
て
も
ら
え
な
い
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

福
岡
市
に

通
勤
さ
れ
る
保
護
者
の
利
用
性

町
内
会
同
士
が
、
情
報
交
換
や

連
携
し
合
え
ば
、
川
に
よ
っ
て

分
断
さ
れ
て
い
る
地
域
な
ど
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
の
で
は
。

町
長　

災
害
の
種
類
に
よ
っ

て
、
地
域
公
民
館
同
士
が
連
携

し
、
強
化
が
必
要
と
思
う
。

寺
田　

災
害
時
、
孤
立
し
た
子

供
を
作
ら
な
い
た
め
に
、
学
校
・

地
域
が
連
携
し
た
、
防
災
体
制

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

学
校
教
育
課
長　

地
域
の
方
に

は
、
日
ご
ろ
学
校
行
事
な
ど
で

を
考
え
る
と
、
西
の
方
に
実
施

で
き
れ
ば
保
護
者
の
方
も
喜
ば

れ
る
と
思
う
。

　

何
よ
り
複
数
体
制
で
、
実
施

に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
。

　

今
現
在
も
、
お
願
い
を
続
け

て
い
る
医
療
機
関
も
あ
り
、
今

後
と
も
、
可
能
性
の
あ
る
事
業

所
等
に
お
願
い
を
し
て
い
き
た

い
。

二宮 美津代 議員

公告掲示場の改善を早急に
答弁／30年度に更新か移設を行う

地
区
防
災
計
画
策
定
へ
の
支
援

答
弁
／
自
主
防
災
組
織
の
成
熟
度
を
増
す

二
宮　

公
告
は
何
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
る
の
か
。

総
務
課
長　

決
定
し
た
事
項
を

管
内
、
一
般
に
公
示
す
る
。

二
宮　

広
く
町
民
に
周
知
徹
底

す
る
手
立
て
は
。

総
務
課
長　

そ
れ
ぞ
れ
担
当
す

る
課
が
告
示
場
で
掲
示
す
る
。

二
宮　

掲
示
場
の
設
置
か
ら
35

年
が
経
過
し
て
い
る
。
設
置
場

所
、
環
境
の
調
査
は
さ
れ
た
か
。

二
宮　

近
年
の
激
甚
な
自
然
災

害
、
特
に
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

く
る
状
況
の
な
か
、
日
頃
か
ら

の
備
え
が
欠
か
せ
な
い
。
昨
年

も
提
案
し
て
い
る
。
調
査
は
。

生
活
安
全
課
長　

自
主
防
災
組

織
の
中
で
出
前
講
座
を
行
っ
て

お
り
、
取
り
組
み
は
向
上
し
て

い
る
。

二
宮　

災
害
対
策
基
本
法
の
改

正
（
平
成
25

年
６
月
）
で
地
区

防
災
計
画
が
義
務
づ
け
ら
れ

た
。
26

年
３
月
に
は
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
「
み
ん
な
で
つ
く
る
防
災

計
画
（
内
閣
府
）
」
が
出
さ
れ

て
い
る
。

　

各
町
内
会
に
配
布
は
さ
れ
た

の
か
。

生
活
安
全
課
長　

自
主
防
災
組

織
の
中
で
も
ま
だ
成
熟
に
至
っ

て
お
ら
ず
、配
布
は
し
て
い
な
い
。

総
務
課
長　

行
っ
て
い
な
い
。

二
宮　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

10

年
も
前
か
ら
改
善
の
提
案
を

し
て
い
る
。

総
務
課
長　

庁
舎
建
設
か
ら
35

年
、
経
年
劣
化
し
て
お
り
更
新

移
設
も
含
め
検
討
す
る
。

二
宮　

住
民
へ
の
情
報
提
供
は

重
要
だ
と
し
な
が
ら
、
予
算
を

つ
け
な
い
。
何
故
か
。

町
長　

今
年
度
は
つ
か
な
か
っ

た
が
、
予
算
要
求
も
あ
り
30

年

度
に
設
置
し
た
い
。

二
宮　

成
熟
度
を
助
け
る
手
立

て
は
。

生
活
安
全
課
長　

避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
中
で
あ

り
、
出
前
講
座
の
機
会
を
捉
え

た
い
。

二
宮　

地
区
防
災
計
画
学
会
の

講
座
開
講
の
考
え
は
。

町
長　

大
学
で
の
開
催
に
参
加

で
き
れ
ば
と
思
う
。

二
宮　

日
常
的
に
出
来
て
い
な

い
事
が
、
実
際
災
害
が
起
こ
っ

た
現
場
で
や
れ
る
わ
け
が
な

い
。

　

実
践
が
大
事
と
思
う
が
。

町
長　

指
摘
の
通
り
。
訓
練
が

必
要
。
機
会
を
捉
え
行
う
。

志免町公告掲示場 小学校防災訓練

参
加
し
て
頂
い
て
い
る
が
、
連

携
を
作
る
と
こ
ろ
ま
で
至
っ
て

い
な
い
。
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野上 順子 議員

志援隊どこまで動くのか
答弁／支援を必要な人は全てが対象

花
い
っ
ぱ
い
の
町
は
今

答
弁
／
当
初
よ
り
花
壇
箇
所
・
苗
の
数
は
減

野
上　

認
知
症
の
人
の
意
思
が

尊
重
さ
れ
、
住
み
な
れ
た
場
所

で
、
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け

る
社
会
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。

　

認
知
症
施
策
の
推
進
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

福
祉
課
参
事　

27

年
度
に
認
知

症
ケ
ア
パ
ス
を
作
成
し
、
広
報

に
折
り
込
み
、
住
民
の
方
に
も

知
ら
せ
て
い
る
。

野
上　

リ
ー
ダ
ー
を
育
て
、
そ

の
方
を
中
心
に
、
地
域
で
動
い

て
い
く
べ
き
で
は
。

野
上　

平
成
12

年
度
か
ら
始

ま
っ
た
花
づ
く
り
の
現
状
と
町

長
の
思
い
は
。

町
長　

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
事
業
で

あ
り
、
継
続
し
て
進
め
て
い
き

た
い
。

福
祉
課
参
事　

当
然
必
要
。
認

知
症
地
域
支
援
推
進
員
の
資
格

を
も
つ
職
員
を
中
心
に
、
サ

ポ
ー
タ
ー
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
等
し
て
い
き
た
い
。

野
上　

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
充

実
の
強
化
で
で
き
た
志
援
隊
に

つ
い
て
具
体
的
説
明
を
。

福
祉
課
参
事　

志
免
町
の
住
民

が
、
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
住
民

主
体
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
構
築

す
る
の
が
目
的
で
、
支
え
合
い

の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
お

り
、
町
で
は
こ
の
協
議
体
の
こ

と
を
志
援
隊
と
い
う
。

野
上　

志
援
隊
を
知
ら
な
い
方

も
多
い
。
住
民
に
対
し
て
今
ど

う
い
う
こ
と
を
さ
れ
て
い
る

か
。

福
祉
課
参
事　

活
躍
・
活
動
す

る
場
面
は
、
ま
だ
実
現
ま
で
に

い
っ
て
い
な
い
。

野
上　

民
生
委
員
・
老
人
ク
ラ

助村 千代子 議員

発達障がい５歳児健診で早期支援
答弁／早期対応を前向きに検討したい

助
村　

子
ど
も
の
発
達
に
関
す

る
町
の
支
援
は
。

健
康
課
長　

乳
幼
児
集
団
健
診

を
実
施
。

　

そ
の
中
で
成
長
、
発
達
状
況

確
認
と
育
児
相
談
を
行
っ
て
い

る
。

学
校
教
育
課
長　

保
護
者
面
談

等
で
教
育
的
支
援
が
必
要
な
場

合
は
、
個
別
に
支
援
計
画
を
作

成
。
必
要
に
応
じ
て
支
援
相
談

員
等
に
繋
ぎ
、
対
応
を
行
っ
て

い
る
。

助
村　

軽
度
発
達
障
が
い
は
、

乳
幼
児
健
診
で
は
発
見
が
難
し

く
、
５
歳
く
ら
い
に
な
る
と
健

診
で
発
見
す
る
事
が
で
き
る
。

　

早
期
発
見
、
早
期
療
育
の
開

始
が
重
要
で
、
就
学
前
健
診
で

の
発
見
で
は
遅
い
。

　

10

人
に
１
人
の
割
合
で
発
達

障
が
い
を
抱
え
て
い
る
。

　

学
習
に
つ
ま
づ
い
た
り
、
不

登
校
や
い
じ
め
に
繋
が
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
、
早
期
発
見
と
支

援
が
必
要
。

　

そ
の
事
が
児
童
・
生
徒
の
人

生
に
お
い
て
可
能
性
を
広
げ
、

学
力
の
向
上
に
繋
が
る
。

　

就
学
前
健
診
は
10

月
、
11

月
。

そ
こ
で
発
達
障
が
い
の
恐
れ
が

あ
る
と
の
判
断
を
さ
れ
、
入
学

先
を
決
め
る
ま
で
に
は
、
短
期

間
す
ぎ
る
。

　

そ
の
様
な
意
味
か
ら
も
、
５

歳
児
健
診
が
必
要
。

学
校
教
育
課
長　

就
学
前
の
段

階
か
ら
関
係
機
関
等
と
連
携
を

と
り
、
早
期
発
見
に
努
め
て
い

る
。

　

臨
床
心
理
士
が
幼
稚
園
、
保

ブ
・
福
祉
推
進
委
員
、
そ
れ
ぞ

れ
見
守
り
の
活
動
を
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
方
達
と
の
連
携
が

で
き
て
い
な
い
と
い
け
な
い

が
。

福
祉
課
参
事　

基
本
は
地
域
の

中
に
あ
り
、
今
支
え
合
っ
て
い

る
こ
と
が
非
常
に
大
事
。

　

取
り
組
み
の
難
し
い
と
こ
ろ

を
志
援
隊
員
も
含
め
、
一
緒
に

や
っ
て
い
け
た
ら
い
い
と
考
え

る
。

野
上　

今
後
、
志
援
隊
は
ど
う

動
い
て
い
く
の
か
。

福
祉
課
参
事　

地
域
の
声
を
聞

く
と
こ
ろ
を
、
後
半
に
し
て
い

く
。

育
園
の
巡
回
相
談
を
行
い
、
年

齢
に
限
ら
ず
、
気
に
な
る
子
が

い
た
場
合
、
子
育
て
支
援
課
と

連
携
し
、
教
育
的
支
援
に
繋
げ

て
い
る
。

助
村　

幼
稚
園
、
保
育
園
等
に

通
っ
て
い
な
い
子
ど
も
は
、
落

ち
こ
ぼ
れ
る
と
思
う
。

　

一
人
も
漏
れ
な
く
健
診
ま
で

に
は
た
ど
り
つ
く
様
、
取
り
組

み
が
必
要
。

　

誰
も
が
幸
せ
に
な
る
権
利
が

あ
る
。

教
育
長　

漏
れ
る
子
ど
も
が
な

い
よ
う
、
早
期
対
応
が
で
き
る

よ
う
に
、
今
後
考
え
て
い
く
。

町
長　

早
期
発
見
が
必
要
と
思

う
。

　

就
学
前
健
診
と
の
間
が
抜
け

て
い
る
。

　

先
進
地
の
取
り
組
み
等
も
前

向
き
に
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問　

放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
、
安
全
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
、
地
区
防
災
計
画
、
地

区
福
祉
計
画
。

片峰新橋交差点付近

健診で配布するパンフレット
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牟田口 武史 議員

宇美川の水害対策は
答弁／県と一緒に国へ要望書提出

牟
田
口　

宇
美
川
の
災
害
対
策

工
事
は
県
の
事
業
で
す
が
、
町

と
し
て
、
県
に
対
し
て
要
望
し

て
い
る
の
か
。

　

宇
美
川
、
須
恵
川
の
護
岸
工

事
の
進
捗
状
況
は
。

都
市
整
備
課
長　

５
カ
年
で
平

成
16

年
７
月
19

日
の
雨
量
に
耐

え
ら
れ
る
護
岸
整
備
済
み
。

　

須
恵
川
も
整
備
済
み
。

牟
田
口　

宇
美
川
の
水
位
計
、

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
設
置
は
。

都
市
整
備
課
長　

宇
美
町
に
２

カ
所
、
志
免
町
片
峰
新
橋
、
福

岡
市
二
又
瀬
橋
の
計
４
カ
所
に

設
置
。

　

宇
美
川
上
流
・
支
流
に
５
カ

所
の
水
位
計
設
置
。

牟
田
口　

情
報
は
、
宇
美
、
志

免
、
福
岡
市
と
共
有
し
て
い
る

の
か
。

都
市
整
備
課
長　

志
免
町
防
災

気
象
情
報
、
宇
美
町
防
災
気
象

情
報
等
、
大
雨
の
と
き
は
こ
れ

ら
の
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

牟
田
口　

宇
美
川
に
堆
積
し
て

い
る
土
に
つ
い
て
、
浚
渫
工
事

等
は
４
月
に
県
に
要
請
し
て
い

る
と
伺
っ
た
が
。

都
市
整
備
課
長　

宇
美
川
の
堆

積
土
に
つ
い
て
は
、
毎
年
４
月

に
護
岸
の
点
検
、
補
修
、
堤
防

の
草
刈
り
、
堆
積
し
た
土
砂
の

撤
去
等
に
つ
い
て
、
現
地
を
確

認
し
、
県
へ
現
地
写
真
を
添
付

し
要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。

牟
田
口　

宇
美
川
に
つ
い
て
、

古庄 信一郎 議員

創生交付金の申請・事業予定は
答弁／活用するまでに至っていない

古
庄　

国
は
急
速
な
少
子
高
齢

化
、
人
口
の
東
京
一
極
に
対
す

る
最
重
要
政
策
と
し
て
、
平
成

26

年
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
法
」
を
施
行
し
、
志
免

町
も
そ
れ
に
の
っ
と
り
創
生
総

合
戦
略
を
策
定
し
推
進
し
て
い

る
が
、
今
年
度
は
期
間
５
カ
年

の
中
間
点
に
あ
た
り
、
こ
の
中

間
チ
ェ
ッ
ク
は
し
た
の
か
。

町
長　

検
証
は
し
て
い
な
い
。

古
庄　

国
は
地
方
創
生
に
本
気

だ
。

　

中
間
点
と
い
う
事
で
更
な
る

推
進
に
創
生
方
針
２
０
１
７
を

打
ち
出
し
た
。

　

こ
の
要
点
は
。

経
営
企
画
課
長　

地
域
資
源
を

活
用
し
た
仕
事
づ
く
り
、
地
方

生
活
の
魅
力
発
信
事
業
の
推

進
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

や
子
育
て
し
や
す
い
職
場
環
境

づ
く
り
他
で
、
こ
れ
ら
の
取
組

に
意
欲
と
熱
意
の
あ
る
地
方
公

共
団
体
に
対
し
て
情
報
支
援
、

人
材
支
援
、
財
政
支
援
と
い
う

地
方
創
生
版
３
本
の
矢
で
強
力

に
支
援
す
る
と
し
て
い
る
。

古
庄　

情
報
支
援
は
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ

Ｓ
、
人
材
支
援
は
地
方
創
生
カ

レ
ッ
ジ
、
人
材
派
遣
で
は
要
請

に
対
し
て
１
７
０
名
以
上
が
全

国
に
派
遣
、
財
政
支
援
は
推
進

交
付
金
１
０
０
０
億
円
を
計
上

し
て
い
る
が
、
我
が
町
は
こ
れ

ら
の
活
用
と
申
請
は
し
た
の

か
。

経
営
企
画
課
長　

し
て
い
な

い
。

宇
美
町
や
福
岡
市
と
協
議
し
て

い
る
の
か
。

町
長　

先
日
も
、
一
緒
に
県
土

整
備
事
務
所
に
、
口
頭
で
宇
美

川
の
状
況
、
木
の
早
期
伐
採
の

お
願
い
を
し
た
。

　

宇
美
町
と
連
携
し
て
い
る
。

牟
田
口　

福
岡
市
と
は
。

副
町
長　

福
岡
市
外
１
市
７
町

水
利
組
合
の
協
議
会
が
あ
る
。

直
近
で
は
、
坂
瀬
池
か
ら
坂
瀬

川
、
宇
美
川
の
流
域
と
し
て
福

岡
市
と
水
の
量
の
調
整
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

牟
田
口　

須
恵
川
が
氾
濫
し
た

場
合
、
亀
山
地
区
、
別
府
地
区

が
水
害
に
遭
う
。
須
恵
川
に
つ

い
て
、
須
恵
町
、
粕
屋
町
と
の

協
議
は
あ
る
の
か
。

町
長　

福
岡
市
都
市
圏
の
流
域

関
係
協
議
会
が
あ
る
。

　

粕
屋
町
、
志
免
町
が
役
員
と

し
て
出
席
し
て
い
る
。

　

10

月
に
県
と
一
緒
に
河
川
流

域
の
浚
渫
工
事
等
、
国
土
交
通

省
へ
、
粕
屋
町
と
志
免
町
で
要

望
活
動
へ
行
く
。

古
庄　

骨
太
の
方
針
２
０
１
７

の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
自
治

体
間
競
争
を
推
進
し
、
地
方
単

独
事
業
を
見
え
る
化
、
優
秀
な

自
治
体
と
事
業
を
平
均
と
し
て

評
価
す
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方

式
で
の
格
付
け
、
地
方
創
生
の

取
り
組
み
の
成
果
に
対
し
て
地

方
交
付
税
他
算
定
を
行
い
、
手

を
加
え
る
と
し
て
い
る
。

　

須
恵
町
、
新
宮
町
、
久
山
町

は
創
生
交
付
金
に
応
募
し
数

千
万
円
の
交
付
を
受
け
、
新
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。
発
想
力

が
違
う
。

　

志
免
町
は
創
生
交
付
金
の
申

請
計
画
と
新
事
業
は
あ
る
の

か
。

経
営
企
画
課
長　

活
用
す
る
よ

う
な
取
組
に
ま
で
至
っ
て
い
な

い
。

古
庄　

創
生
へ
の
取
組
姿
勢
で

ま
す
ま
す
自
治
体
間
格
差
が
広

が
り
、
二
極
化
す
る
。

　

地
方
創
生
は
発
想
の
転
換
。

町
に
は
素
晴
ら
し
い
企
業
も
誕

生
し
て
い
る
。

　

企
業
の
発
想
力
も
活
用
し
、

全
組
織
を
挙
げ
て
展
開
す
べ

き
。

町
長　

戦
略
チ
ー
ム
も
必
要
。

人
員
的
な
配
置
も
含
め
、
民
間

と
し
っ
か
り
連
携
を
組
み
な
が

ら
進
め
た
い
。

堆積土とライブカメラ（片峰新橋）内閣官房・内閣府 総合サイトより
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末藤 省三 議員

マイナンバー漏えい対策について
答弁／職員研修をしっかりやりたい

玄
海
原
発
の
安
全
性
の
住
民
説
明
会

答
弁
／
出
前
講
座
の
申
請
が
あ
れ
ば
可
能

末
藤　

個
人
番
号
制
度
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
）
は
国
民
が
求
め
た

も
の
で
な
く
、
政
府
が
国
民
を

管
理
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
憲
法
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
権
が
保
障
さ
れ
て
い
な

い
。

　

政
府
は
個
人
の
買
い
物
や
医

療
な
ど
、
生
活
の
隅
々
ま
で
情

報
を
把
握
で
き
る
仕
組
み
を
つ

く
り
あ
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
個
人
番
号
を
な

し
崩
し
的
に
国
民
に
ば
ら
ま
こ

う
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
代
表
的
な
方
法
が
決
定

通
知
書
に
個
人
番
号
を
記
載
す

末
藤　

原
発
の
寿
命
は
30

年
〜

40

年
と
さ
れ
て
い
る
。

　

古
い
原
発
の
耐
震
補
強
や
安

全
性
の
強
化
に
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。

　

老
朽
化
し
た
複
雑
な
配
管
や

原
子
炉
圧
力
容
器
な
ど
、
抜
本

的
な
改
善
は
困
難
で
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
で
現
在
玄

海
原
子
力
発
電
所
は
回
転
し
て

い
ま
す
。

　

韓
国
の
古
里
原
発
か
ら
70

キ

ロ
に
対
馬
が
あ
り
、
１
７
０
キ

ロ
に
志
免
町
が
あ
り
ま
す
。

　

安
全
神
話
で
な
く
、
住
民
の

生
活
を
守
る
と
い
う
立
場
か
ら

見
る
と
、
自
主
防
災
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
こ
れ
ら
の
出
前
講
座

等
も
発
足
さ
せ
、
避
難
準
備
の

対
策
の
計
画
等
が
必
要
と
思
う

が
。

る
方
法
で
す
。

　

現
在
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
登
録
は
ど
の
よ
う
な
数
字

か
。

住
民
課
長　

志
免
町
に
お
け
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

枚
数
は
８
月
現
在
で
３
８
０
０

件
で
す
。

末
藤　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
出
さ

れ
る
と
き
、
１
２
５
万
件
の
個

人
情
報
が
日
本
年
金
機
構
で
漏

れ
た
。

　

こ
の
年
金
機
構
か
ら
の
見
解

及
び
理
由
の
説
明
で
は
、
何
が

原
因
か
報
告
さ
れ
た
の
か
。

総
務
課
長　

個
人
情
報
が
流
出

し
た
件
で
す
が
、
こ
の
組
織
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
標
的
型
攻

撃
に
関
し
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク
を
未
然

に
防
止
す
る
と
い
う
物
理
的
な

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い
て

は
、
研
修
等
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
職
員
の
意
識
を
高
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

生
活
安
全
課
長　

風
水
害
、
地

震
、
原
子
力
災
害
、
こ
の
３
つ

の
項
目
に
つ
い
て
出
前
講
座
の

申
し
込
み
が
あ
れ
ば
、
開
設
す

る
こ
と
は
可
能
と
考
え
て
い

る
。

第８回

議会と語ろう会

＊今回は小学校校区別、４公民館で行います。

＊議会報告の後、車座になって「語ろう会」を行います。

＊みなさんのご意見・ご提言を、議員の政策立案に活かします。

＊議会だより第84号を資料としますので、できるだけ持参して下さい。

お聞かせください！あなたの声！

今の志免・未来の志免　気軽にトーク！

大西議長 末藤議員 二宮議員 古庄議員 牛房議員

丸山副議長 野上議員 助村議員 吉田議員

安河内議員 牟田口議員 寺田議員 近藤議員

11月７日（火）
18：30受付／19：00開催

南小校区のみなさまは

桜丘一公民館へ

11月８日（水）
18：30受付／19：00開催

志免六公民館へ

中央小校区のみなさまは 東小校区のみなさまは

志免三公民館へ

西小校区のみなさまは

別府一公民館へ

詳しくは、議会事務局まで。（９３５－１００１） 玄海原子力発電所から約60キロ

志免町

玄海原子力

発電所
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一般質問


